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８年度長岡市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

＜A:越後ながおか地域＞ 

長岡地域では、農産物収穫面積の９割以上、農業産出額の７割以上を水稲が占めてお

り、水稲を基幹とする水田単作経営が主流となっている。主食用米以外では、加工用米や

新規需要米、麦、大豆、振興野菜を中心に水田を有効活用するために、食料自給率向上に

寄与する作物の生産拡大を進めている。 

加工用米・米粉用米・新市場開拓用米については、昨今の相対取引価格の上昇により、

実需の要望量を確保することが非常に厳しい状況であり、生産拡大を改めて推進していく

必要がある。 

大豆については、地域での集団転作体制の維持や法人の作期分散の観点からも継続的な

支援の中で作付を進めていく。 

麦については、基本技術の励行とともに多収に向けた技術支援を進める必要がある。 

高収益作物についても主に担い手経営体の中で園芸との複合経営を進め、年間を通じた収

益の確保および多様な品揃えによる地域内需要の喚起を進める。 

ＷＣＳ用稲については、地域内の畜産農家と結びついた生産を行い、生産ほ場へ堆肥を

散布することによる耕畜連携の取組が試みられているが、現状では地域が限られており、

取組規模拡大が課題となっている。 

また、認定農業者等意欲的な農家は、農地集積等による経営規模拡大や経営改善を行

い、高生産・高収益農業の確立に取り組んでいる。一方で、後継者不足及び担い手の高齢

化が問題となっている地域では、各地域において機械の共同利用や作業受託を中心とした

集落営農の展開を図っている。 

 

＜B:越後さんとう地域＞ 

新潟県の中央に位置し、北は寺泊地区から和島地区、与板地区・三島地区を経て南に越

路地区を内包している。多くは農村地帯であり、長岡市都市部の周縁をなし、自然・伝

統・文化が息づいている。 

 経営耕地面積の９割以上、農業粗生産額の８割以上を水稲が占め、水田単作が主体とな

っている。農家の経営規模は、７割以上が２ha 未満の小規模経営体で、これらのほとん

どが兼業農家である。 

 主食用米の需要減少に伴い、地域の基幹作物である大麦・大豆等の土地利用型作物の作

付拡大及び定着化を図るとともに、地域ぐるみの話し合いによる担い手への土地利用集積

や団地化を推進している。また、備蓄米・加工用米・新規需要米等の非主食用米の取組に

ついては、大麦・大豆等の作付に適さないほ場等において、需給状況の動向にあわせて推

進を行っている。 

 不作付地の改善については、地域振興作物やその他の野菜等の作付の可能性を探ってい

る段階にある。 

 農家戸数や農業就業人口は、年々減少を続けており、農家の９割以上が兼業農家で、基

幹的農業従事者も６０歳以上が全体の８割を占め、担い手の高齢化や減少が進むととも

に、若年層が非農業部門に流失し、農業後継者や担い手の確保が深刻な課題となってい

る。 

 地域の担い手については、個人農家が主であり、地域によって法人化も行われているも

のの、農家の減少によって地域・集落ぐるみの対策が取りづらくなっていることから、地

域における統一的な取組の維持が難しくなっている。 
















































































